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　 レ トロ ウイル ス と発 癌、自己免疫疾患 との 関連 は よ く知 られ て い る。非 レ トロ ウイル ス を

含 め 、 す べ て の RNA ウイ ル ス が発癌、自己免疫疾患 を発症す る と仮定 したの が 、 逆転写 変異

仮説で あ る。こ の 仮説の 本質は 、
RNA 依存 RNA ポ リメ ラ

ーゼ （RdRp ）、逆転写酵素（RT ）の 活

性 中心 の 議論で あ る。活性 中心 の 起源 が、十分に近 く、現在で も、相互 に 、 移行 して い る と

考 える。非 レ トロ RNA ウイ ル ス の 慢性感染 中に RT 活性 が発現 し、癌化す る可能性 を示唆す

る 。 RdRp → RT の 過程の
一

部で あ る RdRp → RdDp を拡張 し た R2dR2p → R2dD2p は、全身性 エ

リテ マ ト
ー

デ ス の 抗 dsDNA 抗体の病 因 を、　 Reovirus の R2dR2p が、変 異 し、　 R2dD2p 活性 を

持ち、ウイル ス 由来の ds−DNA 抗原 の 産生 、 宿主免 疫系が反応 した結果、免疫複合体の 臓器

沈着に よる障害 と説明す る 。 重要 な の は、Reovirusと抗 dsDNA 抗体の 関係 を 1 対 1 の 対応 と

説明 した点で ある。昨年 の 学会で、DNA の リン （P）は、なぜ、2 重 螺旋の 外側 に存在す る

の か ？ と の 質問を頂き 、 生命 の 起源 の
一

っ の シ ナ リオを考案 したの で御批判 を頂きた い
。 水

の 電離に 由来する と仮定する。H20 ⇔ H ＋

＋OH
−

H ＋

は deoxyribose、　OH
一
は ribose に相 当す る と

考え、こ の 水 の 電離を別 の 形 式 で 表現 した安定型 と考え る。 さらに、（H ＋

） （OH つ の 連続体

を作 る時に 、deoxyribose、　 ribose は P との み連続体 を形成で き た 。 情報 と して の 塩基 を組み

込む 時は内側 し か なく、P は外側で ある。　DNA 及 び RNA は 同時に存在 した で あろ う。P の 由

来を考えた時には、脂質二 重膜 、 ア
ー

キ ア の エ
ー

テ ル 型脂質 に含 まれ る P で あろ うと考え ら

れ、生命 の 起源にお い て 、エ ーテ ル 型 脂質は 存在 し て い た と思わ れ る 。 また 、
ア ミノ酸は 、

分解 されない 条件下 （温 度、圧 力等） では、蓄積され て い っ た と思われる。ジ ン ク フ ィ ン ガ

ー
蛋 白の よ うな、疎水性 を金属 に持たす こ とに よ り、二 本鎖 DNA の 周 囲にま とわ り付 くよ

うな構造は 容易に 出来た と思われ る 。 また脂 質二 重 膜上 に、浮か ぶ蛋 白など も出来た と考 え

られ、蛋 白は、相互 に影響 し、意味の あ る酵素活性を持 つ に至 っ た。脂質二 重膜を持ち、DNA 、

RNA は存在 し、蛋白、金属に よる酵素を持 つ 細胞が徐 々 に形成 され て い た の で あろ う。 こ の

過程で 、ジ ン ク フ ィ ン ガー
蛋 白？ が、複雑化 し、ポ リ メ ラ

ーゼ が 出現 し た。RNA ポ リ メ ラ ー

ゼ は 、 どん どん と RNA を合成 した と こ ろ、蛋白と絡み合い 、 リ、ボ ゾーム にな っ た。 さらに、

レ トロ トラ ン ス ポ ゾ ン様酵 素か ら 、
レ トロ ウイ ル ス に進化 し 、 RdRp 型 ウイル ス とな っ た と考

えた。
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